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　なお，採点時間の短縮のため，配点を簡素化（安全側に
評価）することとしました。また，調査時に配点を意識し
ないよう調査票を独自に作成しました。
　採点表を取り入れた結果，これまでノーマークだった数
橋梁において110点以下となったため，詳細調査を行い新
たに要注意橋りょうに指定することができました。

4. 現在の取り組み
　現在，当社では毎年構造物検査研修を行っていますが，
その研修の中で採点表の使い方や配点理由を教育すること
としています。洗掘災害を受ける可能性を採点表で精度よ
く抽出することが可能であり，検査者が配点の重みづけに
ついて理由を知ることで，河川や橋りょうに関する興味が
湧き，検査者の技術力向上にもつながると考えています。

5. おわりに
　通常，チェックリストや採点表の類は，検査者の技術力低
下を招く恐れがあると考えていますが，この採点表を上手く
活用することで，検査精度の向上とともに検査者の技術力向
上が図れるものと期待しており，今後も継続して実施した
いと考えています。最後に，鉄道総合技術研究所地盤防災研
究室には多大な協力を頂きました。ここに謝意を表します。

　（施設部　工事課）

1. はじめに
　河川橋りょうは，河川増水などにより橋脚周辺の地盤が
洗掘される場合があります。洗掘災害は，列車の安全を脅
かす可能性が高く，復旧に時間を要することから，2年に
1度の全般検査にて洗掘の恐れのある橋りょうを抽出する
必要があります。また，抽出した橋りょうについては，豪
雨時の巡回箇所に指定したり，必要により修繕工事などを
実施しています。
　このため，当社では洗掘に関する調査として根入れ調査
を実施してきました。しかし，橋脚の根入れ深さは河川増
水により急激に変化することから，根入れ深さが十分あっ
たとしても一概に安全とは断定できません。注意すべき橋
梁を抽出し管理していくためには，根入れ深さ以外にも，
河川の環境条件や橋脚の構造条件などを考慮し，総合的に
判定しなければなりません。ただし，上記の調査には河川
に関する専門知識が必要であり，検査者によって判定が異
なる可能性があることから，洗掘に対する危険性を適切に
評価することは困難でした。
　そこで，当社では洗掘に対する評価手法として，鉄道総
合技術研究所が開発した「洗掘を受けやすい橋梁を抽出す
るための採点表」（以下，採点表）を検査に取り入れるこ
ととしました。

2. 採点表の概要
　採点表では前述した河川や橋脚の各種条件のほか，防護
工に関する評価も取り入れられており，各項目の点数を合
計することで，洗掘災害を受ける可能性について評価する
ことができます。また，点数に関わらず特定の項目に該当
する橋脚は重大な危険性をもつと判断することができます。
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図2　使用している調査票と採点例図1　橋りょうの検査作業の様子

3. 活用と効果
　この採点表を取り入れるにあた
り，当社では鉄道総研と合同で採
点表を試行し，詳細な調査が必要
な橋脚と健全な橋脚とを概ね110
点を閾値として分離することを確
認しました。これを受け，当社で
は平成18年度より全般検査時に
採点表の項目について調査を実施
しています。また110点以下の橋
脚については詳細調査を実施する
こととしました。
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